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概要

現在，日本において在留外国人数は増加傾向にあり，それに伴ってやさしい日本語を用いての情報発信も増加

している。2022年の文化庁による「令和 3年度各地域における日本語教育に関する取組について【回答一覧】」

において全 67自治体のうちやさしい日本語の取り組みを実施している都道府県・政令市が 61自治体であり，

やさしい日本語の普及活動が積極的に行われていることがわかる。やさしい日本語とは，普通の日本語よりも

簡単で外国人にもわかりやすい日本語である。また，近年紙・pdf媒体ではなくWeb版のハザードマップが出

ている。酒田市役所地域共生課への取材により在住外国人向けのWeb版のハザードマップが必要であること

が明らかになったが，現時点においてやさしい日本語を用いたWebハザードマップは存在しない。

そこで本研究では，災害種別ごとに切り替えてのハザードマップの表示，地点検索，位置情報を用いた現在

地の周囲の防災情報の確認，やさしい日本語を用いた防災情報や防災用語の解説等の機能を持つ，やさしい日

本語を用いたWebハザードマップを作成し，提案する。これにより在住外国人などより多くの人がハザード

マップを利用できるようにすることを目指す。(512文字)
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第 1章

はじめに

現在，日本において在留外国人数は増加傾向にある。出入国在留管理庁による「令和 4 年末現在における

在留外国人数について」において，令和 4 年末の在留外国人数は 307 万 5213 人（前年末比 31 万 4578 人，

11.4％増加）で過去最高を更新し，初めて 300万人を超えると発表された [1]。それに伴い，やさしい日本語

で書いた防災情報を含むニュースを発信する NHKの「NEWS WEB EASY」[2]などのWebサイトが出て

おり，やさしい日本語を用いた情報発信が増加している。

やさしい日本語は，阪神・淡路大震災後に考え出された普通の日本語より簡単で外国人にもわかりやすい日

本語であり，現在普及活動が進んでいる。また，近年国土地理院の「重ねるハザードマップ」[3] 等，従来の

紙・pdf媒体ではなくWeb版のハザードマップが作られている。

しかし，現時点ではやさしい日本語を用いたWebハザードマップは存在しない。そこで本研究では，在住外

国人などより多くの人がハザードマップを利用することができるよう，やさしい日本語を用いたWebハザー

ドマップを作成し提案する。

1.1 背景

やさしい日本語とは，普通の日本語よりも簡単で，外国人にもわかりやすい日本語のことである。1995年 1

月の阪神・淡路大震災では，日本にいた多くの外国人も被害を受け，その中には日本語も英語も十分に理解で

きず必要な情報を受け取ることができない人もいた。そうした人たちが災害発生時に適切な行動をとれるよう

にやさしい日本語が考え出された [4]。

2022年の文化庁による「令和 3年度各地域における日本語教育に関する取組について【回答一覧】」(図 1.1)

において，都道府県・政令指定都市 (全 67自治体)において「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」

を活用している自治体は 44自治体，独自のガイドラインを作成し活用している自治体は 12自治体である。や

さしい日本語の研修やセミナーの開催，防災などのお知らせのやさしい日本語による発信，ホームページのや

さしい日本語化などのやさしい日本語の取組を実施している都道府県・政令市は 61事例に及んでいる [5]。

また，福井県福井市による『やさしい日本語版 洪水・土砂災害ハザードマップ』[6]などやさしい日本語を

用いたハザードマップも作られている。これらのことから，現在やさしい日本語の普及活動が積極的に行われ

ているということがわかる。

多言語への対応ではなくやさしい日本語を用いる理由としては以下の 2点が挙げられる。

� 外国人を対象として行った国立国語研究所の 2009年の調査において，日常生活に困らない言語と

して 61.7%の人が日本語を，36.2%の人が英語を挙げていること [7]。
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図 1.1 令和 3年度各地域における日本語教育に関する取組について【回答一覧】[5]

� 松田らの 2000年の調査において，日本語能力が初級後半から中級前半程度の外国人の通常のニュー

スの理解率は 30%程度であるが，やさしい日本語を用いると 90%以上に高まるという結果が出た

こと [8]。

これらのことから，在住外国人の多くが理解できる言語であり，やさしい日本語での防災情報発信が重要であ

ると言える。

近年，国土地理院の「重ねるハザードマップ」[3]等，従来の紙・pdf媒体ではなくWeb版のハザードマッ

プが作られている。しかし，現在存在しているハザードマップ・Webハザードマップでは，地名・災害種別や

説明等が漢字によって表記されておりふりがながふられておらず，やさしい日本語が用いられていないものが

多く，やさしい日本語を用いたWebハザードマップは存在しない。

以上より，やさしい日本語を用いたWebハザードマップの作成を提案する。

1.2 目的

本研究ではやさしい日本語を用いたWebハザードマップを作成し，在住外国人など従来のハザードマップ

では十分に情報を得ることができなかった人にハザードマップを利用してもらうことを目標とする。このハ

ザードマップを作成することによって，より多くの人が災害に対する危機意識を持ち，災害時に安全に，速や

かに避難することができるのではないかと考える。



7

第 2章

先行事例と類似サービス

現在公開されているやさしい日本語普及のためのガイドライン，位置情報を利用したWebハザードマップ

のサービス，やさしい日本語を用いたハザードマップの一例を以下に挙げる。

2.1 やさしい日本語の先行事例

やさしい日本語についての先行事例をまとめる。

2.1.1 文化庁による『在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン』

図 2.1 『在留支援のためのやさしい日

本語ガイドライン』[9]

文化庁による『在留支援のためのやさしい日本語ガイドライ

ン』(図 2.1)[9]は書き言葉に焦点を当てたガイドラインであり，

国や地方公共団体，学校，企業がお知らせなどの情報を作るとき

に，やさしい日本語を用いて在留外国人にも情報がしっかりと

届くことを目指して作られた。このガイドラインでは，在留支

援のためのやさしい日本語の作り方のポイントや利用すること

ができる書き換えツールについて紹介されている。

在留支援のためのやさしい日本語の作り方のポイントとして

以下の 3ステップを紹介している。

1. 日本人にわかりやすい文章にする

� 情報を整理する

伝えたいことを整理して情報を取捨選択する，不

足している情報を補う，イラスト・写真・図や記

号を使ってわかりやすくする。

� 文をわかりやすくする (1)

一文は短くする (一文に言いたいことは 1 つだ

け)，3 つ以上のことを言うときは箇条書きに

する，回りくどい言い方や不要な繰り返しはし

ない。

� 外来語に気をつける
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外来語はできる限り使わない

2. 外国人にもわかりやすいように直す

� 文をわかりやすくする (2)

二重否定を使わない，受身形や使役表現をできる限り使わない

例文：在留カード以外は必要ありません。

書き換え例：　
ざいりゅうかーど

在留カード　を　　
も

持　ってきて　ください。

� 言葉に気をつける

難しい言葉を使わない，曖昧な表現はできる限り使わない，文末は「です」「ます」で統一す

る，重要な言葉はそのまま使い言葉の後に説明を加える。

例：　
よ し ん

余震　¡=　
あと

後　から　
く

来　る　
じ し ん

地震　¿

� 表記に気をつける

漢字の量に注意してふりがなをつける，時間や年月日の表記はわかりやすくする，読みやすい

フォントを使う

3. わかりやすさの確認

2.1.2 静岡県庁による『「やさしい日本語」の手引き』

図 2.2 『「やさしい日本語」の手引き』[10]

静岡県庁による『「やさしい日本語」の手引き』(図 2.2)[10]で

は，やさしい日本語の説明，やさしい日本語の作り方，活用事例

等が示されており，やさしい日本語を使用することを推奨して

いる。

2.2 類似サービス

位置情報が用いられており，災害種別ごとにマップを切り替

えることができるWebハザードマップのサービスをまとめる。

2.2.1 国土地理院による「重ねるハザードマップ」

国土地理院の「重ねるハザードマップ」(図 2.3)[3]は，災害リ

スク情報や防災に役立つ情報を全国どこでも重ねて閲覧できる

Web 地図サイトである。住所・現在地，地図，災害の種類から

災害リスク情報や防災情報を検索することができる。災害種別

を追加選択することにより重ねて表示することができ，詳細を

確認したい場所をクリックすることでその場所の災害リスク情

報が表示される。また，避難場所のアイコンをクリックすると，

避難場所名と対応している災害種別が表示される。
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図 2.3 「重ねるハザードマップ」

2.2.2 酒田市による「さかたまっぷ」

酒田市の「さかたまっぷ」[11]は，酒田市の公共施設，教育・

文化施設，防災情報等を閲覧することができるWeb地図サイト

である。住所，施設，近くにある施設，キーワードから地点検索をすることができる。津波浸水ハザードマッ

プ，避難場所・避難所等目的に合わせて地図を切り替えることができる。また，透過度の調整やルートの検索

も行うことができる。

2.3 やさしい日本語を用いたハザードマップの先行事例

やさしい日本語を用いたハザードマップの先行事例についてまとめる。

2.3.1 福井県福井市による『やさしい日本語版 洪水・土砂災害ハザードマップ』

福井県福井市による『やさしい日本語版 洪水・土砂災害ハザードマップ』(図 2.5)[6]では，地名や災害種別

にふりがなが振られており，やさしい日本語を用いた防災情報も掲載している。

2.3.2 山形県東根市による『「やさしい日本語版（にほんごばん）　洪水（こうずい）ハザー

ドマップ（はざーどまっぷ）」』

山形県東根市による『「やさしい日本語版（にほんごばん）　洪水（こうずい）ハザードマップ（はざーど

まっぷ）」』(図 2.6，図 2.7)[12]では，災害種別等にふりがなが振られており，注意報や指定避難所等防災用語
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図 2.4 「さかたまっぷ」

をやさしい日本語を用いて説明している。また，避難時の持ち物や災害のための備蓄のチェックシート，災害

情報を取得するための他のサービス等の情報も掲載している。
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図 2.5 『やさしい日本語版 洪水・土砂災害ハザードマップ』[6]
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オル　　□軍

ぐんて
手　　□マ

ま す く
スク　　□携

けいたいでんわ
帯電話、充

じゅうでんき
電器　　□消

しょうどくえき
毒液・体

たいおんけい
温計　

□洗
せんめんようぐ
面用具　□メ

め が ね
ガネ・コ

こ ん た く と れ ん ず
ンタクトレンズ　　□いつも飲

の
んでいる薬

くすり
　　□テ

て ぃ っ し ゅ
ィッシュ　

□ウ
う え っ と て ぃ っ し ゅ
エットティッシュ　　□ト

と い れ っ と ぺ ー ぱ ー
イレットペーパー　　□ビ

び に ー る
ニール袋

ぶくろ
　　□携

けいたい
帯ト

と い れ
イレ　　□生

せいり
理用
ようひん
品　　

□赤
あか
ちゃんの粉

こな
ミ
み る く
ルク、 紙

かみ
おむつ　　□お年

としよ
寄りのおむつ　　□寒

さむ
さを防

ふせ
ぐもの

貴
きちょうひん
重品（大

たいせつ
切なもの） □お金

かね
　　□預

よきんつうちょう
金通帳　　□はんこ　　□パ

ぱ す ぽ ー と
スポート　　□ 在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ード　　□健

けんこうほけんしょう
康保険証

にげるときにつかうもの □懐
かいちゅうでんとう
中電灯　　□ラ

ら い た ー
イター　　□ろうそく　　□乾

かんでんち
電池　　□携

けいたい
帯ラ

ら じ お
ジオ　　□ヘ

へ る め っ と
ルメット　　□ホ

ほ い っ す る
イッスル

災
さいがい

害の情
じょうほう

報を集
あつ

めたいとき
登
とうろくせい
録制メ

め ー る
ール 配

はいしん
信 サ

サ ー ビ ス
ービス

東
ひがしねし
根市から 災

さいがい
害の情

じょうほう
報を メ

め ー る
ールで お知

し
らせします。事

じぜん
前に ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォン（携

けいたいでんわ
帯電話）で 登

とうろく
録してください。

https://www.city.higashine.yamagata.jp/12870.html 

N
えぬえっちけー
H K  W

わ ー る ど
ORLD-J

じ ゃ ぱ ん
APAN

日
に ほ ん
本や ア

あ じ あ
ジアのニ

に ゅ ー す
ュースを 多

た げ ん ご
言語（外

がいこく
国のことば）で 見

み
ることが できます。事

じ ぜ ん
前に ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォン

（携
けいたいでんわ
帯電話）などに 登

とうろく
録してください。 https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/ 

気
きしょうちょう
象庁 災

さいがい
害の情

じょうほう
報を 多

た げ ん ご
言語（外

がいこく
国のことば）で 見

み
ることが できます。 https://www.jma.go.jp/jma/indexe.html 

災
さいがい
害時

じ
 情
じょうほう
報提

ていきょう
供 ア

あ ぷ り
プリ

S
せーふてぃー
afety t

てぃぷす
ips

災
さいがい
害の情

じょうほう
報を 多

た げ ん ご
言語（外

がいこく
国のことば）で 見

み
ることが できます。事

じ ぜ ん
前に ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォン（携

けいたいでんわ
帯電話）など

に 登
とうろく
録してください。 https://www.jnto.go.jp/safety-tips/eng/app.html 

多
た げ ん ご
言語 生

せいかつじょうほう
活情報（C

く れ あ
LAIR） 日

にほん
本の生

せいかつ
活で役

やく
に立

た
つ情
じょうほう
報を 多

た げ ん ご
言語（外

がいこく
国のことば）で 見

み
ることが できます。 http://www.clair.or.jp/tagengo/ 

多
た げ ん ご
言語 音

おんせい
声 翻

ほんやく
訳 ア

あ ぷ り
プリ

V
ぼ い す
oice T

と ら
ra

（国
こくりつけんきゅうかいはつほうじん
立研究開発法人 情

じょうほうつうしんけんきゅうきこう
報通信研究機構）

あなたが話
はな
した内

ないよう
容を 他

ほか
の国

くに
の言

こと ば
葉に 言

い
いかえます。事

じぜん
前に ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォン（携

けいたいでんわ
帯電話）などに 登

とうろく
録してくだ

さい。 https://voicetra.nict.go.jp/index.html 

山
やまがたけん
形県国

こくさいこうりゅうきょうかい
際交流協会

外
がいこくじん
国人相

そうだんまどぐち
談窓口

困
こま
った時

とき
に 英

えい ご
語、 中

ちゅうごくご
国語、 ポ

ぽ る と が る
ルトガル語

ご
、 韓
かんこくご
国語、 タ

た が ろ ぐ
ガログ語

ご
、 ベ

べ と な む
トナム語

ご
で 相

そうだん
談することが できます。

電
でんわ
話：023-646-8861　　E

い ー め ー る
メール：soudan@airyamagata.org　　 https://www.airyamagata.org/ 

防
ぼうさい

災メ
め も

モ　緊
きんきゅうじ
急時の連

れんらくさき
絡先、 避

ひなんじょ
難所（にげる場

ばしょ
所）、 家

かぞ く
族が 離

はな
れた時

とき
に 集

あつ
まる場

ばしょ
所などを、 事

じぜ ん
前に確

かくにん
認し、 書

か
いてください。

名
なまえ
前 会

かいしゃ
社･学

がっこう
校の名

なまえ
前 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　避

ひなんじょ
難所（にげる場

ばしょ
所）

住
じゅうしょ
所 会

かいしゃ
社･学

がっこう
校の電

でんわばんごう
話番号 TEL 家

かぞく
族が集

あつ
まる場

ばしょ
所

電
でんわばんごう
話番号 TEL 家

かぞく
族の名

なまえ
前 市

しやくしょ
役所･災

さいがいたいさくほんぶ
害対策本部 TEL 0237-42-1111

生
せいねんがっぴ
年月日 家

かぞく
族の電

でんわばんごう
話番号 TEL 警

けいさつしょ
察署（事

じけん
件・事

じ こ
故） TEL 110

血
けつえきがた
液型 外

がいこく
国の連

れんらくさき
絡先 TEL 消

しょうぼうしょ
防署（火

か じ
事） TEL 119

国
くに

日
にほ ん
本の友

ゆうじん
人の名

なまえ
前 救

きゅうきゅうしゃ
急車（けが、病

びょうき
気） TEL 119

話
はな
すことば 日

にほん
本の友

ゆうじん
人の電

でんわばんごう
話番号 TEL 大

たいしかん
使館の電

でんわばんごう
話番号 TEL

避
ひ な ん

難情
じょうほう

報・警
けいかい

戒レ
れ べ る

ベル
　避

ひなん
難（安

あんぜん
全な場

ばしょ
所に にげること）が必

ひつよう
要か、テ

て れ び
レビやラ

ら じ お
ジオで ニ

に ゅ ー す
ュースを聞

き
いたり、 ウ

う ぇ ぶ さ い と
ェブサイトを 見

み
てください。

警
けいかい
戒レ

れ べ る
ベル 避

ひなんじょうほう
難情報 みんながすること

１～２ 注
ちゅういほう
意報など テ

て れ び
レビで ニ

に ゅ ー す
ュースを 見

み
てください。 ハ

は ざ ー ど ま っ ぷ
ザードマップ（災

さいがい
害が おきるかもしれない 危

あぶ
ない

場
ばしょ
所や、にげる場

ばしょ
所が 書

か
かれた 地

ち ず
図）を 確

かくにん
認してください。

３ 高
こうれいしゃ
齢者等

とう
避
ひな ん
難

ハ
は ざ ー ど ま っ ぷ
ザードマップで色

いろ
のついている場

ばし ょ
所（危

あぶ
ない場

ばし ょ
所）に住

す
んでいる お年

とし
寄
よ
り、 子

こ
ども、 

にげるのに 時
じか ん
間がかかる人

ひと
は 安

あんぜん
全な場

ばしょ
所に にげてください。

ほかの人
ひと
は にげる準

じゅんび
備を 始

はじ
めてください。

４ 避
ひなん
難指

し じ
示

ハ
は ざ ー ど ま っ ぷ
ザードマップで色

いろ
のついている場

ばし ょ
所（危

あぶ
ない場

ばし ょ
所）に住

す
んでいる人

ひと
は、全

ぜんいん
員 安

あんぜん
全な

場
ばし ょ
所に すぐ にげてください。 外

そと
に出

で
ると 危

あぶ
ない時

とき
は 家

いえ
の２階

かい
など、 高

たか
い場

ばし ょ
所、 １番

ばん

安
あんぜん
全な場

ばし ょ
所に にげてください。

５ 緊
きんきゅうあんぜんかくほ
急安全確保 災

さいがい
害が おきています。 命

いのち
を守

まも
ってください。 外

そと
に出

で
ると 危

あぶ
ない時

とき
は 家

いえ
の２階

かい
など、 

高
たか
い場

ばし ょ
所、 １番

ばん
安
あんぜん
全な場

ばし ょ
所に 急

いそ
いで にげてください。

土
ど し ゃ

砂災
さいがい

害
　雨

あめ
が たくさん降

ふ
ると、 山

やま
や崖

がけ
が崩

くず
れて、 たくさんの 土

つち
や石

いし
が 川

かわ
のように 流

なが
れてきて、 危

あぶ
ないです。大

おおあめ
雨が

降
ふ
った時

とき
は 山

やま
や崖

がけ
の近

ちか
くに 行

い
かないでください。

発
はっこう
行／2021年

ねん
７月

がつ
　東

ひがしねし
根市国

こくさいか
際化推

すいしん
進協

きょうぎかい
議会（事

じむきょく
務局：東

ひがしねし
根市総

そう む
務部

ぶ
交
こうりゅうすいしんか
流推進課）

　　　電
でんわ
話　0237-42-1111

　　　ホ
ほ ー む ぺ ー じ
ームページ　https://www.city.higashine.yamagata.jp/17980.html

監
かんしゅう
修／東

ひがしねし
根市総

そ う む ぶ
務部危

き き
機管

かんりしつ
理室

図 2.6 『やさしい日本語版 洪水・土砂災害ハザードマップ』[12]
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災
さ い が い

害から 命
いのち

を 守
ま も

ろう！
（大

おおあめ

雨・洪
こうずい

水・土
ど し ゃ

砂災
さいがい

害）

　日
にほ ん
本は 自

しぜ ん
然災

さいがい
害が とても多

おお
い国

くに
です。日

ひ
ごろから「自

じぶ ん
分の命

いのち
は 自

じぶ ん
分で守

まも
る」と 考

かんが
えることが 大

たいせつ
切です。これを見

み
て　

災
さいがい
害にそなえてください。

大
おおあめ

雨、洪
こうずい

水
　６月

がつ
から７月

がつ
の「梅

つ ゆ
雨」の時

じ き
期や、 ８月

がつ
から10月

がつ
の「台

たいふう
風」の時

じ き
期は、 たくさん雨

あめ
が 降

ふ
ります。 たくさん雨

あめ
が

降
ふ
ると、 川

かわ
の水

みず
が あふれたり、 堤

ていぼう
防が 壊

こわ
れたりして、 道

どう ろ
路や家

いえ
の中

なか
に 水

みず
が来

く
ることが あります。 

　大
おおあめ
雨が 降

ふ
った時

とき
は 川

かわ
や水

みず
の近

ちか
くに 行

い
かないでください。

気
きしょう

象注
ちゅういほう

意報・警
けいほう

報
　台

たいふう
風が いつくるのか、 雨

あめ
や風

かぜ
が いつ強

つよ
くなるのか、 テ

て れ び
レビや ラ

ら じ お
ジオで ニ

に ゅ ー す
ュースを 聞

き
いてください。

用
ようご
語 意

い
　　　味

み

注
ちゅういほう
意報

災
さいがい
害が おきるかもしれない時

とき
の お知

し
らせです。 ニ

に ゅ ー す
ュースを見

み
て 外

そと
のようすにも 気

き
をつけ

てください。にげる場
ばしょ
所、にげる道

みち
を 確

かくにん
認してください。

警
けいほう
報 大

おお
きな災

さいがい
害が おきるかもしれない時

とき
の お知

し
らせです。

特
とくべつけいほう
別警報 とても大

おお
きな災

さいがい
害が おきるかもしれない時

とき
の お知

し
らせです。とても 危

あぶ
ないです。

いつも準
じゅんび

備しておくもの
　災

さいがい
害が おきると、電

でん き
気、ガ

が す
ス、水

すいどう
道が 止

と
まることが あります。ものを買

か
わなくても 生

せいかつ
活が できるように、 最

さいてい
低３

みっ
日
か
分
ぶん
の 飲

の
み水

みず
や 食

た
べもの、 生

せいかつ
活

用
ようひん
品（毎

まいにち
日使

つか
うもの）を 家

いえ
に 準

じゅんび
備してください。

飲
の
みもの

食
た
べもの

□飲
の
み水

みず
（１

ひと り
人　１

いちにち
日３リ

り っ と る
ットル）

□食
た
べもの（かんづめ、レ

れ と る と
トルト食

しょくひん
品、イ

い ん す ん と ら ー め ん
ンスタントラーメン、あめ、チ

ち ょ こ れ ー と
ョコレートなど、長

なが
い時

じか ん
間

　保
ほぞん
存できるもの）

生
せいかつようひん
活用品

（毎
まいにち
日 つかうもの）

□服
ふく
（上

うわ ぎ
着・下

したぎ
着）　　□タ

た お る
オル　　□軍

ぐんて
手　　□マ

ま す く
スク　　□懐

かいちゅうでんとう
中電灯　　□ラ

ら い た ー
イター

□ろうそく　　□乾
かんでんち
電池　　□携

けいたい
帯ラジオ　　□テ

て ぃ っ し ゅ
ィッシュ　　□ウ

う え っ と て ぃ っ し ゅ
エットティッシュ

□ト
と い れ っ と ぺ ー ぱ ー
イレットペーパー　　□ビ

び に ー る
ニール袋

ふくろ
　　□生

せいりようひん
理用品　　□赤

あか
ちゃんの粉

こな
ミ
み る く
ルク、 紙

かみ
おむつ

□お年
としよ
寄りのおむつ　　□カ

か せ っ と こ ん ろ
セットコンロ、 ガ

が す ぼ ん べ
スボンベ

にげる時
とき

の持
も

ちもの
　避

ひなんじょ
難所に にげる時

とき
の荷

にも つ
物を 事

じぜ ん
前に 準

じゅんび
備し、 バ

ば っ ぐ
ッグや リ

り ゅ っ く さ っ く
ュックサックに 入

い
れてください。

飲
の
みもの

食
た
べもの

□飲
の
み水

みず
（ペ

ぺ っ と ぼ と る
ットボトル）

□食
た
べもの（かんづめ、あめ、チ

ち ょ こ れ ー と
ョコレートなど、長

なが
い時

じか ん
間 保

ほぞ ん
存できるもの）

生
せいかつようひん
活用品

（毎
まいにち
日 つかうもの）

□服
ふく
（上

うわ ぎ
着・下

したぎ
着）　　□タ

た お る
オル　　□軍

ぐんて
手　　□マ

ま す く
スク　　□携

けいたいでんわ
帯電話、充

じゅうでんき
電器　　□消

しょうどくえき
毒液・体

たいおんけい
温計　

□洗
せんめんようぐ
面用具　□メ

め が ね
ガネ・コ

こ ん た く と れ ん ず
ンタクトレンズ　　□いつも飲

の
んでいる薬

くすり
　　□テ

て ぃ っ し ゅ
ィッシュ　

□ウ
う え っ と て ぃ っ し ゅ
エットティッシュ　　□ト

と い れ っ と ぺ ー ぱ ー
イレットペーパー　　□ビ

び に ー る
ニール袋

ぶくろ
　　□携

けいたい
帯ト

と い れ
イレ　　□生

せいり
理用
ようひん
品　　

□赤
あか
ちゃんの粉

こな
ミ
み る く
ルク、 紙

かみ
おむつ　　□お年

としよ
寄りのおむつ　　□寒

さむ
さを防

ふせ
ぐもの

貴
きちょうひん
重品（大

たいせつ
切なもの） □お金

かね
　　□預

よきんつうちょう
金通帳　　□はんこ　　□パ

ぱ す ぽ ー と
スポート　　□ 在

ざいりゅう
留カ

か ー ど
ード　　□健

けんこうほけんしょう
康保険証

にげるときにつかうもの □懐
かいちゅうでんとう
中電灯　　□ラ

ら い た ー
イター　　□ろうそく　　□乾

かんでんち
電池　　□携

けいたい
帯ラ

ら じ お
ジオ　　□ヘ

へ る め っ と
ルメット　　□ホ

ほ い っ す る
イッスル

災
さいがい

害の情
じょうほう

報を集
あつ

めたいとき
登
とうろくせい
録制メ

め ー る
ール 配

はいしん
信 サ

サ ー ビ ス
ービス

東
ひがしねし
根市から 災

さいがい
害の情

じょうほう
報を メ

め ー る
ールで お知

し
らせします。事

じぜん
前に ス

す ま ー と ふ ぉ ん
マートフォン（携

けいたいでんわ
帯電話）で 登

とうろく
録してください。

https://www.city.higashine.yamagata.jp/12870.html 

N
えぬえっちけー
H K  W

わ ー る ど
ORLD-J
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図 2.7 『やさしい日本語版 洪水・土砂災害ハザードマップ』[12]
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第 3章

システム提案

3.1 課題点

3.1.1 先行事例を踏まえての課題

先行事例と類似サービスにおいて，やさしい日本語を用いたハザードマップ，位置情報を利用した災害種別

ごとに切り替えられるWebハザードマップは存在するが，双方の要素が組み合わせられている，在住外国人

等向けのやさしい日本語を用いたWebハザードマップが存在しないことが課題として挙げられる。

3.1.2 酒田市役所への取材を踏まえての課題

酒田市役所地域共生課への取材において，在住外国人が紙媒体のハザードマップを使用することの問題とし

て以下のことがわかった。

� 地図から今の場所がわからない

� 自分の住所はわかるが，地図に書いてある住所は読めない

� スマートフォンであれば使用可能

この取材より，在住外国人にとって紙媒体の地図は使いにくく，地図に書いてある住所等が読めないことが課

題として挙げられる。

3.2 課題の解決案

漢字へのふりがなや簡単な日本語での説明を加えることによりやさしい日本語を用い，災害種別ごとの切り

替えや位置情報を用いた周囲の災害情報の確認，地点検索を可能とするWebハザードマップを作成する。

このシステムのメリットとして，位置情報や地点検索により周囲の災害情報を容易に確認することができる

こと，やさしい日本語を用いることにより従来のやさしい日本語が用いられていないハザードマップでは十分

に情報を受け取ることができなかった人も利用しやすくなることを挙げる。
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第 4章

システム設計

4.1 システムの流れ

本システムの大まかな流れについては図 4.1の通りである。

やさしい日本語が用いられていない紙・pdf媒体のハザードマップに対し，漢字や片仮名へのふりがな，や

さしい日本語による語句の説明等を加えたWebハザードマップを作成することにより，従来のハザードマッ

プよりも多くの人が利用することができる。

図 4.1 システムの流れ

4.2 使用する技術と要素

使用するプログラミング言語，ライブラリとバージョンを記載する。

4.2.1 HTML

HTML[13]は，HyperText Markup Languageの略であり，Webページ内の大元の構造や基本的な情報を

構成する役割を持つマークアップ言語である。バージョンを HTML Living Standardとする。ハザードマッ

プを載せるWebページ作成のために用いる。
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4.2.2 CSS

CSS[14]は，Cascading Style Sheetsの略であり，Webサイトのサイズや色，レイアウトなどを設定するた

めの言語である。バージョンを CSS3とする。ハザードマップを載せるWebページのデザインをするために

用いる。

4.2.3 JavaScript

JavaScript[15] は，動的な Web ページを作成する事のできるプログラミング言語である。バージョンを

ECMAScript 2023とし，ハザードマップの作成のために用いる。

4.2.4 Leaflet

Leaflet[16]は，Web地図作成のための JavaScriptオープンソースライブラリである。バージョンを Leaflet

1.9.4とし，ハザードマップの作成のために用いる。

Leafletを用いて国土交通省国土地理院が提供している標準地図 [17]を表示するコードの例は以下の通りで

ある。sample.htmlに sample.cssと sample.jsをロードし，idを指定した divを用意することで地図を表示す

ることができる。

sample.html� �
<!DOCTYPE html>

<html lang="ja">

<head>

<meta charset="utf-8">

<title>コード例</title>

<link href="sample.css" rel="stylesheet">

<!-- Leaflet -->

<link rel="stylesheet" href="https://unpkg.com/leaflet@1.9.4/dist/leaflet.css"

integrity="sha256-p4NxAoJBhIIN+hmNHrzRCf9tD/miZyoHS5obTRR9BMY=" crossorigin="" />

<script src="https://unpkg.com/leaflet@1.9.4/dist/leaflet.js"

integrity="sha256-20nQCchB9co0qIjJZRGuk2/Z9VM+kNiyxNV1lvTlZBo=" crossorigin=""></script>

</head>

<body>

<div id="map"></div>

<script src="sample.js"></script>

</body>

</html>� �
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sample.js� �
let lat = 38.893287205438; //緯度
let lng = 139.81894002325; // 経度
let zoom = 15; // ズームレベル

var map = L.map("map");

map.setView([lat, lng], zoom); // 緯度経度、ズームレベルを設定する

// タイルレイヤを生成し、地図に追加する
// 国土地理院の標準地図を表示する

var tizu = new L.tileLayer(’https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png’, {

attribution: ’&copy; <a href="https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html#std">

国土地理院</a> contributors’

}).addTo(map);� �
sample.css� �
* {margin:0; padding:0;}

html, body{height: 100%;}

#map{height: 100%;}� �
4.3 システム概要

課題点を踏まえて本システムを設計する。本システムの主な機能は，災害種別ごとに切り替えてハザード

マップを表示し，位置情報を用いて現在地の周囲の防災情報を確認できることである。地点検索も可能であ

る。また，防災情報や防災用語の解説等はやさしい日本語で表記する。災害種別として，現在は洪水浸水想定

区域，浸水継続時間，高潮浸水想定区域，津波浸水想定，土砂災害警戒区域（土石流），土砂災害警戒区域（急

傾斜地の崩壊），土砂災害警戒区域（地すべり）の 7つから選んで表示することができる。

背景地図

レイヤ

選択して重ねる

浸水継続時間

高潮浸水想定区域

洪水浸水想定区域

図 4.2 システム概要



18 第 4章 システム設計

4.4 マップの設計

背景地図として国土交通省国土地理院が提供している標準地図 [17]を用い，同じく国土交通省が提供してい

る洪水浸水想定区域，浸水継続時間，高潮浸水想定区域，津波浸水想定，土砂災害警戒区域（土石流），土砂災

害警戒区域（急傾斜地の崩壊），土砂災害警戒区域（地すべり）の 7つのデータ [18](表 4.1)を取り込んで背景

地図にレイヤとして重ねて表示できるようにする (図 ??)。

国土交通省国土地理院のウェブサイトで公開されている情報のうち測量成果等に該当しないコンテンツは誰

でも以下の 1)から 7)に従い，複製，公衆送信，翻訳・変形等の翻案等，自由に利用でき，商用利用も可能で

ある。また，測量成果等に該当しないコンテンツのうち数値データ，簡単な表・グラフ等は著作権の対象では

ないため，利用ルールの適用はなく，自由に利用することができる [25]。

1)出典の記載

2)第三者の権利を侵害しないようにしてください

3)個別法令による利用の制約があるコンテンツについて

4)本利用ルールが適用されないコンテンツについて

5)準拠法と合意管轄について

6)免責について

7)その他
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main.js� �
let lat = 38.893287205438; //緯度
let lng = 139.81894002325; // 経度
let zoom = 15; // ズームレベル

var map = L.map("map");

map.setView([lat, lng], zoom); // 緯度経度、ズームレベルを設定する

// タイルレイヤを生成し、地図に追加する
// 国土地理院の標準地図を表示する
var tizu = new L.tileLayer(’https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png’,

{

attribution: ’&copy; <a href="https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html#std" target=’_blank’>

国土地理院</a> contributors’

}).addTo(map);

var Overlay_Map = [];

Overlay_Map[1] = L.tileLayer(’https://disaportaldata.gsi.go.jp/raster/01_flood_l2_shinsuishin_data/

{z}/{x}/{y}.png’,

{opacity: 0.5, maxNativeZoom: 17, attribution: ’国土地理院：洪水浸水想定区域（想定最大規模）’});

(省略)

var overlay = {

’ハザードマップ 洪水浸水想定区域’: Overlay_Map[1],

’ハザードマップ 浸水継続時間’: Overlay_Map[2],

’ハザードマップ 高潮浸水想定区域’: Overlay_Map[3],

’ハザードマップ 津波浸水想定’: Overlay_Map[4],

’ハザードマップ 土石流’: Overlay_Map[5],

’ハザードマップ 急傾斜地の崩壊’: Overlay_Map[6],

’ハザードマップ 地すべり’: Overlay_Map[7]

};

L.control.layers(overlay).addTo(map);� �
片仮名や漢字が用いられている部分には，マウスオーバー時にやさしい日本語での説明が出るようにしてい

る (図 4.3)。

また，ハザードマップからやさしい日本語を用いた防災マニュアルである『防災の本』(図 4.4)や国土交通

省観光庁が監修する訪日外国人向けの災害時情報アプリである「safety tips」[24]のWebサイトへアクセスで

きるようになっている (図 4.5)。
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表 4.1 レイヤの詳細

洪水浸水想定区域 想定し得る最大規模の降水により当該河川が氾濫した場合に浸水が

想定される区域 [15]

浸水継続時間 想定最大規模降雨における洪水時等に避難が困難となる一定の浸水

深（50cm）を上回る時間の目安として示すものであり、長時間（お

おむね 24時間以上）にわたり浸水するおそれのある場合に示す時間

[16]

高潮浸水想定区域 想定最大規模の高潮を前提として、現況の海岸の整備状況に照らし

て浸水が想定される区域 [17]

津波浸水想定 最大クラスの津波があった場合に想定される浸水の区域・水深 [18]

土砂災害警戒区域 (急傾斜地の崩壊) 傾斜度が３０度以上で高さが５ｍ以上の区域，急傾斜地の上端から水

平距離が１０ｍ以内の区域，急傾斜地の下端から急傾斜地高さの２倍

（５０ｍを超える場合は５０ｍ）以内の区域 [19]

土砂災害警戒区域 (土石流) 土石流の発生のおそれのある渓流において、扇頂部から下流で勾配が

２度以上の区域 [19]

土砂災害警戒区域 (地すべり) 地滑り区域（地滑りしている区域または地滑りするおそれのある区

域），地滑り区域下端から、地滑り地塊の長さに相当する距離（２５

０ｍを超える場合は、２５０ｍ）の範囲内の区域 [19]

図 4.3 やさしい日本語を用いた説明
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図 4.4 やさしい日本語を用いた防災マニュアル
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図 4.5 「safety tips」ウェブサイト [24]
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第 5章

実験

5.1 評価の方法

本研究の評価方法として，酒田市役所へのシステムの提案を行う。
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第 6章

結論

6.1 システムの現状と課題点

システムの現状としては，位置情報の利用，地点検索，災害種別ごとのレイヤの切り替え，ズームレベルの

変更，マウスオーバー時のポップアップで解説を出す機能を作ることができた。課題点として，スマートフォ

ンへの対応が不十分であること，入力フォームなど実装できていない機能があることが挙げられる。

6.2 今後の展望

今後の展望として，住民が地域の防災情報を入力できる入力フォームの実装すること，入力フォームにより

情報を収集し，坂道・段差・道の細さなどの災害時に避難するときに役立つ，地域に即した詳しい情報を見る

ことができる機能を加えることを考えている。また，やさしい日本語を用いて文字数が多くなっても見やすい

ように情報を簡略化すること，スマートフォンへの対応，ハザードマップへ誘導するためのシチュエーション

に応じた前置きの作成により，システムの改良を行っていく。
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